
事業所自己評価ロミーティング様式

1.初期支援 (はじめのかかわり)

◆前回の改善計画に対する取り組み状況

の 己 の

実施日 令和3年 9月 17日

メンバー 13名

個人チェック集計欄
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計 (総人数)

③ 前回の課題について取り組めましたか つ 5名 7名 ィスア
l個 0名 13名 /13名

の

新規利用開始前の事前訪間を行うように業務調整を行う。

職員の勤務をフロア業務に携われるよう調整を行い、コミュニケーションを行える時間を持てるようにす

る。

の |

利用開始前に事前訪間が困難だった場合は利用開始直後より速やかに同行訪間を行い情報共有、コ

ミュニケーションを図ることが出来た。

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計 (総人数)確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか
できている

7名 5名 1名 0名バヽ
」ヽノ

本人の情報やニーズについて、利用開始

前にミーティング等を通じて共有しています
かつ

9名 0名 0名

13名 /13名

13名 /13名

13名 /13名

/Fヽ
ヽ

`´

ソ

サービス利用時に、本人や家族・介護者
が、まず必要としている支援ができています
かつ

4名

0名7名 6名 0名′5ヽ

三ヽ2ノ

本人がまだ慣れていない時期に、訪間や

通いでの声掛けや気遣いができています

か ?

13名 /13名3名 9名 1名 0名④
本人を支えるために、家族・介護者の不

安を受け止め、関係づくりの為の配慮をし

ていますか ?

いで

・利用者とコミュニケーションが取れている。 口問題解決に向け職員で話し合いが出来た。
・挨拶や声掛けを心掛けた。 口事前情報を確認することで情報の共有が出来た。

することの以 で、できているこ

て い い

・より深く利用者と関わることが出来なかった。 ・コミュニケーションの時間が取れない部分もあった。
・家族、介護者との関係作りが上手く出来なかった。 =新規利用者の開始時の状況把握や情報が不足し

ていた。

以 で 、 いないことと、その理 こと

の

ご利用者、ご家族の不安を軽減できるように、サービス開始時から一定期間はよりきめ細かい記録や

申し送りを行い、情報の共有を行う。

(200 以

事―①



事業所自己評価菫ミーティング様式

2.「 ～したい」の実現
(自 己実現の尊重 )

◆前回の改善計画に対する取り組み状況

の 己

実施日 令和3年 9月 17日

メンバー 13名

個人チェック集計欄
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計 (総人数 )

③ 前回の課題について取り組めましたか つ ィズア1‐ 10名 2名 0名 13名 /13名

の

「～したい」という気持ちを汲み取れる関わり、起案を行い、生活内に取り入れていく。
「～したい」の本質に寄り添えるようなケアを提供し、少しでも出来たと思えるような関わりを行う。

の

気持ちに寄り添い汲み取る関わりを出来た事例もあり、利用者からも不安解消に繋がる声が聞かれ
た。「できた」を実現されている利用者もおり、意欲が見られた。

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

①
「本人の目標 (ゴール )」 がわかつています
か つ 3名 7名 3名 0名

合計 (総 人数)

13名 /13名

②
本人の当面の目標「～したい」がわかって

いますかつ 7名 2名 0名 13名 /13名

③
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々の関わりができていますか? 3名 6名 4名 0名 13名 /13名

④
実践した(かかわった)内容をミーティング

で発言し、振り返り、次の対応に活かせて
いますかつ

5名 6名 2名 0名 13名 /13名

200字以内程度で、できていることと、その理由を記入すること

=ミーティング時に利用者状況を踏まえ「～したい」を考察し共有することや、モニタリングを行い次の対応に活かすこ
とが出来た。
口関わりの中から悩みや不満、拘りなどを聞き出すことができ、生活面ヘアプローチを行う事が出来た。

て し い 200字以内程度で、できていないことと、その理由を記入すること

・業務に追われてしまう部分があり、「～したい」を上手く聞き出せない場面もあった。また、記録も特記事
項になりがちで「思い」の部分の引き出しに欠けてしまった。

の

本人の「強み」「出来る事」に視点をおき、記録ロミーティングの共有を行い「出来た」を一つ増やす。

(200字以内 )

事―②

4名



事業所自己評価ロミーティング様式

3.日 常生活の支援

◆前回の改善計画に対する取り組み状況

◆

実施日 令和3年 9月 17日

メンバー 13名

個人チェック集計欄
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計 (総 人数)

13名 /13名③ 前回の課題について取り組めましたか ? 4名 7名 ィスア1‐ 0名

の

ご利用者自身を知るような関わりを意識してコミュニケーションを行う。

の

自宅の環境、毎日発信する言葉や会話、家族との会話など様々な関わりの中から生活習慣や拘り、困

りごとなどを1対 1の訪問支援や入浴介助中などで話を聞き、寄り添う事が出来た。

合計 (総 人数 )
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない確認のためのチエック項目

4名 0名 13名 /13名①
本人の自宅での生活環境を理解するため

に「以前の暮らし方」が10個 以上把握できて
いますか?

2名 7名

0名 13名 /13名本人の状況に合わせた食事や入浴、排せ
つ等の基礎的な介護ができていますか? 7名 6名 0名②

13名 /13名10名 0名 0名③
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか? 3名

0名 0名 13名 /13名③
本人の気持ちや体調の変化に気付いたと

き、その都度共有していますか ? 4名 9名

0名 13名 /13名5名 8名 0名④
共有された本人の気持ちや体調の変化に

即時的に支援できていますかつ

・コミュニケーションの中で得られた情報で支援を行う事が出来た。行ったケアを発信し職員間での共有
に繋げられた。

200 以 で 、 言己入て い ことと、その理

いて し て い い こ 、その理 こと以2 で、で

で の

職員間で統一した情報共有が出来るように暮らしの情報シートの積極的且つ継続的な活用を行う。

( 以

・暮らし方を把握できていない部分もあった。
・暮らしの情報シートの記入や更新が出来ていない。



事業所自己評価コミーティング様式

4.地域での暮らしの支援

実施日 令和3年 9月 17日

メンバー 13名

◆前回の改善計画に対する取り組み状況

の

定期ミーティングに制度などの研修を取り入れ、地域の社会資源についての把握を行う。

病院の「地域包括ケア病棟」「認知症パス」などの仕組みについて学ぶことができ、自宅での暮らしを継
続するための社会資源であることを学ぶことが出来た。

の の

個人チェック集計欄
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計 (総人数 )

③ 前回の課題について取り組めましたか つ 3名 6名 4名 0名 13名 /13名

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計 (総 人数)

①
本人のこれまでの生活スタイル・人間関

係等を理解していますかつ 3名 9名 0名 0名 13名 /13名

②
本人と、家族・介護者や地域との関係がき

れないように支援していますかつ 3名 8名 2名 0名 13名 /13名

③
事業所が直接接していない時間に、本人

がどのように過ごしているか把握しています
かつ

3名 7名 3名 0名 13名 /13名

④
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地

域の資源等を把握していますかつ 3名 5名 5名 0名 13名 /13名

て いで 200字以内程度で、できていることと、その理由を記入すること

・ミーティング時に社会資源、介護保険制度などの研修を行う機会を作れた。また研修内に出てきた制度を活用する
ことにも繋げられた。
・地域の店舗やコミュニティセンター、交番、町内会、友人などにも相談し、連絡を取れる関係性を作れた。
・本人のこだわりや人間関係を理解し、関わりを持つことが出来た。

い

・職員主体での研修や地域との関わりの機会を持てるように検討が必要。
・多くの社会資源の把握に至っていない。社会資源の把握をするとともに活用や関係性の構築に努めたい。

200 以 で で し し の

の

ミーティング時に担当を設け、定期的に社会資源や介護保険制度について学ぶ機会を作る。

以内 )

事―④

次 画



事業所自己評価コミーティング様式

5.多機能性のある柔軟な支援

◆前回の改善計画に対する取り組み状況

の 己 の

実施日 令和3年 9月 17日

メンバー 13名

個人チェック集計欄
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計 (総 人数 )

いヽ
ク

″́
‐‐い
、

前回の課題について取り組めましたか つ 4名 8名 1名 0名 13名 /13名

の

記録を行う際にポジティブな視点で記載するように日々の視点に注意する。
ご利用者、ご家族の状況に応じたサービス切り替えを迅速に行えるように日々の変化を共有していく。

の

「課題」に因われた記録になりがちである。その人が持っている力である「強み」を記録出来ていない。

家族の思い、長期的な視点を持ち、サービスの調整を速やかに対応できた。

ほとんど
できていない

合計 (総 人数 )確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

7名 2名 0名 13名 /13名

13名 /13名

13名 /13名

13名 /13名

①
自分たち事業所だけで支援しようとせず、

地域の資源を使つて支援していますかつ

0名 0名/′や、
クヽ

ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥
当適切に提供されていますかつ 9名 4名

6名 7名 0名 0名″〕ヽ
三ヽソ

日々のかかわりや記録から本人の「変化」
に気付き、ミーティング等で共有する事がで
きていますかつ

6名 0名 0名④
その日メその時の本人の状態・ニーズに

合わせて柔軟な支援ができていますかつ 7名

菫ご利用者の状態変化、特変などの情報共有を行い、その日の状態に応じたサービスを調整、提供する

ことが出来た。
コご家族の希望を伺い、状況に応じたサービスや制度の提案を行う事が出来た。

以 入ていることと、その理

口読み手がご利用者の状況をイメージできるような記録を行う事が出来なかつた。
・サービス変更時の記入漏れ、伝え方や捉え方のズレがあり、上手く行かなかったことがあった。

で 入以 てrぃ いことと、その理

で の

柔軟なサービス対応が出来るように、分かりやすい情報共有に努める。

記録内容に「表情」が付くように、課題だけでない「感情」「情景」なども加えた記録を行う。

以 )

事―⑤

できていない点

4名



事業所自己評価・ミーティング様式

6.連携・協働

◆前回の改善計画に対する取り組み状況

実施日 令和3年 9月 17日

メンバー 13名

個人チェック集計欄
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計 (総 人数)

③ 前回の課題について取り組めましたか つ 1名 7名 3名 2名 13名 /13名

の

ケアマネ以外の職員も外部の専門職との関わりを持ち、ご利用者の情報共有を行えるような場面を持
つ 。

の |

サービス提供現場からの視点でスタッフー人一人が訪間看護、福祉用具など関係機関との情報交換
が出来ている。

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計 (総人数)

/■
｀
、

マツ

その他のサービス機関(医療機関、訪間
看護、福祉用具等の他事業所)との会議を
行つていますか?

ィスア
Iイコ 5名 2名 5名 13名 /13名

②
自治体や地域包括支援センターとの会議

に参加していますか ? 1名 2名 3名 7名 13名 /13名

③
地域の各種機関・団体 (自 治会、町内会、

婦人会、消防団等)の活動やイベントに参
加していますかつ

1名 4名 2名 6名

④
登録者以外の高齢者や子ども等の地域

住民が事業所を訪れますか ? 0名 3名 ィスア
l‐ 9名

13名 /13名

13名 /13名

い

ロコロナ禍にて地域の会議等は無かつたが、地域包括支援センターとの虐待ケースの情報共有や、往診
に立ち合い主治医との体調確認の共有を行う事が出来た。
・フェニックスネットの活用も始まり、細やかな情報共有に取り組み始める事が出来た。

200 以 ていることと、その理由を記入すること

い

・福祉用具事業所の出入りはあるが、職員との情報交換ができるまでに行かない場面もあった。
コケアマネが窓口になるが、職員でも情報の発信や把握、知識を持てるようになれると良いと感じた。
・コロナ禍ではあるが、地域の方との関わりをもっと持てるような工夫が必要だった。

2 の以 内 で、できていないこ

で の

職員1人 1人が主治医や訪間看護、福祉用具担当者など専門職との関わりを持ち、相談が出来る関係
性を作る。

以

事―⑥



事業所自己評価菫ミーティング様式

7.運営

◆前回の改善計画に対する取り組み状況

の 己 の

実施日 令和3年 9月 17日

メンバー 13名

個人チェック集計欄
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計 (総人数 )

③ 前回の課題について取り組めましたか ? 2名 5名 4名 2名 13名 /13名

の

お知らせする地域の拡大を検討し、まだ浸透していない地域への情報提供を継続して行う。

職員が事業所への改善点を言いやすい環境を作り、日々の改善点を検討していく。

の

目標とする地域拡大とまでは至らなかったが、センターミーティングにおいても事業所の地域との関わり
などを話す機会を持つことが出来た。

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計 (総人数 )

0名 13名 /13名①
事業所の在り方について、職員として意見

を言うことができていますかつ 3名 8名

13名 /13名②
利用者、家族・介護者からの意見や苦情

を運営に反映していますか? 5名 8名 0名 0名

5名 8名 0名 0名 13名 /13名③
地域の方からの意見や苦情を運営に反

映していますか ?

0名 13名 /13名④

地域に必要とされる拠点であるために、積
極的に地域と共同した取り組みを行つてい
ますかつ

3名 9名 ィスア
1憫

てrぃ 200字 以内程度で、できていることと、その理由を記入すること
口職員間で意見を確認し合い、職員全体で共有することが出来た。
日苦情に対して迅速に改善できるように職員全体で協議し改善策を実践できた。
日満足度調査を通じ、業務に活かすことが出来た。 ・環境美化の取り組みを行う機会もあり改善策を講じ

れた。

ヽ ヽ 200字 以内程度で、できていないことと、その理由を記入すること

・コロナ禍にて近隣との関わりが薄く、住宅地という立地においての苦情に繋がる事案への意識が足りな
かった。
・広報配布のエリア拡大を考えたが、実践できなかった。

コロナ禍で距離を取つた中でも地域との関わりや情報発信ができるよう工夫を行う。

(200字以内 )

事―⑦

次回までの具体的な改善計画

2名



事業所自己評価コミーティング様式

8.質を向上するための取組み

◆前回の改善計画に対する取り組み状況

実施日 令和3年 9月 17日

メンバー 13名

個人チェック集計欄
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計 (総人数)

③ 前回の課題について取り組めましたか ? 3名 7名 3名 0名 13名 /13名

の

ミーテング時の研修を行つていく。
学びたい内容について検討を行い、担当を付けて学びの場面を作っていく。

の

定期的な学習会の機会を設ける事が出来ており、基本的な知識の定着、課題に応じたものなどを取り

入れる事が出来た。学びの機会について担当制を設ける事が出来ず、自己研鑽に繋げられなかった。

ほとんど
できていない

よく
できている

なんとか
できている

あまり
できていない確認のためのチェック項目 合計 (総人数)

13名 /13名8名 ィスア
l憫 0名①

研修 (職場内・職場外)を実施・参加してい

ますかつ 4名

3名 2名 13名 /13名②
資格取得やスキルアップのための研修に

参加できていますかつ 4名 4名

6名 13名 /13名ィズア
I角 2名 4名③ 地域連絡会に参加していますかつ

13名 /13名5名 0名 0名④
リスクマネジメントに取り組んでいます

か つ 8名

ロミーティング時にその時に合わせた内容の研修を継続することが出来た。
口事故事案やヒヤリハットの検討、検証を行い、再発防止に取り組むことが出来た。
・リスクマネジメントヘの意識を持ち、支援に入ることが出来た。

することで、できていること 、その200 以

"職員が何を学びたいかの聞き取りに欠け、押しつけの内容になっていた。
日外部研修の場が無く、参加が出来ていなかった。
日認知症への対応の難しさがあり、多職種からのアドバイスや研修があるといい。

こと200 以 で 、で ていないことと、その理

で の

職員の学びたいこと、興味のあるスキルアップなど定期的なアンケートを実施し、実践力の向上、知識

を深める機会を作る。

以

事―③



事業所自己評価・ミーティング様式

9,人権・プライバシー

◆前回の改善計画に対する取り組み状況

の

実施日 令和3年 9月 17日

メンバー 13名

個人チェック集計欄
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計 (総 人数)

③ 前回の課題について取り組めましたか つ 1名 11名 ィスア
:憫 0名 13名 /13名

の

「ちょっと待つてて」以外にもスピーチロックの言動が無い様に互いに注意し合える環境を作る。

の

意識を高め、一人一人が取り組みを行ったが、時間や心の余裕の無い場面では悪気なくスピーチロッ
クに該当する言葉が聞かれた。

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計 (総人数)

① 身体拘束していない 7名 6名 0名 0名 13名 /13名

② 虐待は行われていない 9名 4名 0名 0名 13名 /13名

③ プライバシーが守られている 7名 4名 2名 0名 13名 /13名

13名 /13名
/″ヽ
地 ′′ 必要な方に成年後見制度を活用している ィ々

1イコ 6名 1名 5名

④ 適正な個人情報の管理ができている 5名 7名 1名 0名 13名 /13名

で てrい

■カーテンを取り付けるなど、プライバシーを守るための支援が
出来ている。虐待も行っていない。
口家庭内虐待が疑わしい言動や内容について職員間で共有し、包括支援センターヘつなぐことが出来

で、で のて い200 以

の

た

レ の

い

・椅子やベッドの高さ調整を行えておらず、自立動作の妨げになつてしまつていた。・繰り返し同じ訴えをされる方ヘ
の対応が出来ていなかったように感じる。・自分の業務が優先になり、優先順位の工夫が出来ていなかつた。
・成年後見制度の対象者はいなかったが、情報提供するための学びをしたい。

2 の以 内 で、できていないことと、

職員一丸となリスピーチロックなどの日常の虐待に繋がり得る事案への意識を持てるようにアンケート
や研修を定期的に行つていく。

以内 )


